










要   約:胎児から乳児までの行動の変化と連続性について文献的考察を行った。

 胎児にみられる行動と乳児の行動の間には、連続性のないもの、同じ行動が一貫して続

くもの、そして胎児の行動が一時消失し、生後数ケ月で再び出現するものの三つのパター

ンに分類されることが明らがになった。こうした行動の変化が早期訓練の有効性を考える

上で重要な問題を提起していると考えられる。


